

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〃　平均値　　5ゆ 〃　平均値　　5ゆ オ値 有意水準
自己理解　　　　　1⑪4　　鼎。71　《3勲①
娯楽・関係促進　　鱒4　1矯㊨　（3。73）
行動調整　　　　　1⑪㊨　　76⑪　に嚢⑪）
1⑪7　繊輸　　14餌1　－4。4鐙聯　形成〉非形成
鱒呂　13。舗　　（3。4⑪）　一3。4醗零審　形成〉奔形成
1⑪鼎　　鼎。聡　　色窯5）　一3。73辮　形成〉非形成
注．辮凋く。⑪釧
考　察
咽。講義前（第醤寺点）における結果
　本研究の結果、血液型性格判断について好意的な捉え方をしている男女大学生が半数を越えて
いることが示された。また全般的に男性よりも女性の方が血液型性格判断について．自己理解や
行動調整、血液型性格判断を信用している傾向がより強いことが示された。
　また、上瀬・松井（1996）による結果と比較してみると、「自己理解」や「行動調整」、「信念強
度」尺度得点については上瀬ら（1996）よりも得点が高かった。一・方、「娯楽・関係促進」につい
ては本研究における得点の方が上瀬ら（1996）よりも低かった。本研究における（男女込みの）傾
向として、血液型性格判断を「楽しみ」や「個人的な興味の範囲内」、「コミュニケーションを円
滑にする道具」として利用するよりも、自己理解や他者理解のための道具として利用する傾向が
上瀬ら（1996）における調査対象者よりも多いことがうかがえる。またその傾向は、本研究の結果
により、男性よりも女性の方がより強いことも示された。男性にとっての血液型性格剖断は．そ
れを信頼するか否か、自己理解に役に立つかどうかという観点は女性よりも「冷めて」おり、娯
楽として見ている傾向があると考えられる。
　そしてこのような傾向は、上瀬ら（1996）の調査が行われた時代よりも、2008年現在のこの時
代の方が血液型性格剖断に関する情報がテレビ・雑誌・書籍等でより多く見られ、一般の大学生
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により身近なものとして「浸透」しているあらわれかもしれない。2004年から2005年にかけて
はTV番組において血液型を扱う番組が急増し、　BPO（放送倫理・番組向上機構）青少年委員
会が2004年12月8日．「血液型を扱う番組」について．放送各局に対し．「時局の番組基準を＝遵
守し、血液型によって人間の性格が規定されるという味方を助長することのないよう要望」して
いる。しかし、この要望が出されるより前の時期に、本研究における調査対象者は数多くの血液
型を扱う番組に触れていた可能性が高い。また2007年から2008年にかけて、血液型劉に性格を
示した書籍がベストセラーとなっている状況もある。例えば「B型自分の説明書」（2007年発行）
はアマゾン（Amazon。cojp）において2008年9月11日現在54位、「A型自分の説明書」（2008年4
月発行）は同63位、「AB型自分の説明書」（2008年6月発行）は同104位、「O型自分の説明
書」（2008年8月発行）は同12位となっている。本研究の実施時期は2008年5月下旬であり、
上記の4冊の本のうち2冊は発行済みで．調査対象者によるレポートの中にもこの書籍に触れて
いる者が見られた。このような状況のなかで、現在の大学生が以前よりも血液型性格判断につい
てより肯定的な味方をするような時代的な背景が存在していることが、本研究の結果にあらわれ
たと考えられる。
2。講義後（第2蒔点）における結果
　講義後における本研究の結果では、「不可知性」・「経験的根拠」について女性の得点の方が男
性よりも有意に高かった。塩液型性格判断を科学では証明できない部分に信じる部分を期待した
り、「（それでも）なんとなく関連ありそう」という形の態度変容への「抵抗」が、男性よりも女
性に見られることが示された。
　また本研究における結果と上瀬ら（1996）における結果の比較からは．「血液型は科学で証明で
きない部分に真実がある」、「血液型と性格の関連については、もう少し自分で考えてから納得し
たい」、「これだけ血液型性格判断が普及しているのだからどこかに真実がある」といった項目に
おいて、本研究における女子の方が有意に肯定率が高かったが、本研究における調査対象者の方
が、講義において否定された血液型性格判断と．自分自身の今まで持っていた信念や経験との間
の「すり合わせ」を即座に行うことができない状況が結果にあらわれていると考えられる。本研
究における調査対象者の講義後の小レポートにおいて科学で証明できない部分に真実を求めるよ
うなコメントとして、「もともとは信じていなかったのですが、血液型は今の科学の力では解明
できるものではないと思います。なので、血液型と性格が全く関係ないとは言いきれません。信
じてないといっても、今言われている血液型性格判断を信じてないだけです（男性）」、「理屈じゃ
ない不思議さを血液型の分類に感じることが多い（男性）」といった記述が見られた。また自分
の中で納得してから考えを整理したいといったコメントとしては、「考えが変わった。血液型と
性格は関連のあるものだと思っていたが、そうではないといわれ．わからなくなってしまった。
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またじっくり考えることが必要だと思った（女性）」という記述が見られた。さらに血液型性格
判断が普及しているという所に信じる根拠を求めるコメントして、「これだけ胆液型占いなどが
広がっているので．科学で証明できないような部分をもっと知りたいと思いました（女性）」、
「テレビで実験をしたりして、きれいに血液型別に分かれたりするのを見ると、0■％くらいは証
明できない部分もあるのではないかと思った（男性）」といった記述が見られた。講義によって
動揺が見られはするものの、自分の中で矛盾するような考えが同時に成立していたり、「不思議
さ」やほんの少しは信じたいという思いが払拭できない様子がレポート内容からうかがえる。
　そして「意味づけ」尺度得点において、本研究における肯定率の方が上瀬ら（1996）によるもの
よりも低かったという結果は、本研究における講義内容の中に、上瀬ら（1996）では含まれていた
「血液型ステレオタイプにおける差劉的な現状」を含まなかったことが影響したと考えられる。
3。2蒔点におけるステレオタイプの変容
　本研究の結果からは、「信念強度」について2時点における得点の有意な低下が示された。上
瀬・松井（1996）においても、同様の2時点において、「信念強度」得点の有意な低下が示されて
いる。これにより、女性だけでなく男性を含めた大学生においても、上瀬・松井（1996）の指摘す
るように、この種のステレオタイプ（例：「血液型によって性格は異なる」）を低下させること
に講義が有効であったことが示された。また上瀬・松井（1996）では講義から3ヶ月後にも同様の
調査を行っており、第2時点の得点に比べてやや元に戻る傾向が見られたが、第1時点の得点に
比べて依然低い得点を保っていることが見いだされている。本研究では第3時点の調査は行って
いないが、上瀬・松井（1996）と同様の傾向が見られることが期待される。
4．サブタイプ形成の影響
　本研究では．講義後（第2時点）において、講義で伝達した反ステレオタイプ情報を．サブタ
イプとして処理する傾向を示す「サブタイプ形成」がより見られた者は、そうでない「サブタイ
プ非形成群」に比べて、第1時点における段階で既に血液型ステレオタイプに対する態度の得点
が総じて高かった。この結果は上瀬・松井（1996）と同様の結果であった。またこれは講義後のサ
ブタイプ形成が、上瀬・松井（1996）の指摘する「ステレオタイプ維持機能を持つ認知活動」とし
て働いていることを示していると考えられる。つまり、講義において自身の持つステレオタイプ
に反する情報に接触したことによる一種の抵抗一態度変容を劇的に変容させない一種の折り合い
のっけ方一が、サブタイプ形成という働きによって見られていると考えられる。
　さらに上瀬・松井（1996）の分析には見られなかったが、本研究では．サブタイプ非形成群の方
がサブタイプ形成群よりも講義後の「信念強度」得点の下がり方が大きい結果となった。この結
果は、1回の講義の前後という短期間であっても、サブタイプの形成の有無によるステレオタイ
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プ変容への影響の仕方が異なっている、つまりサブタイプ形成によってステレオタイプ維持機能
が短期間であっても働いているということを示している。しかし、サブタイプ形成群・非形成群
ともに講義後の「信念強度」得点は有意に下がっており、少なくともこの種の講義を行わないよ
りも行なった方が、血液型ステレオタイプに対する態度変容は見られることが示唆される。
5．本研究の問題点と今後の課題
　本研究においては、一回の講義の前後のみについて、調査対象者に心理尺度に回答を求めた。
上瀬ら（1996）のように、同じ調査対象者に対して数ヵ月後に同じ心理尺度に回答を求め、長期的
な態度変容についても検討することが課題として残された。第2に、本研究における講義内容が．
上瀬ら（1996）における講義内容よりも少ないものを展開したことが挙げられる。その結果、講義
後の一部の尺度得点に影響が出たと考えられる。第3に、上瀬ら（1996）において使用した心理尺
度以外のステレオタイプに関する項目を追加して尋ね、多面的な観点から血液型ステレオタイプ
についての考察を行うことを、今後の課題として検討する必要がある。
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